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著作権について 

本冊子と表記は、著作権法で保護されている著作物です。 

本冊子の著作権は、発行者にあります。 

本冊子の使用に関しましては、以下の点にご注意ください。 

 

使用許諾契約書 

本契約は、本冊子を入手した個人・法人(以下、甲と称す)と発行者(以下、乙と称す)との

間で合意した契約です。本冊子を甲が受け取り開封することにより、甲はこの契約に同意

したことになります。 

 

本契約の目的： 

乙が著作権を有する本冊子に含まれる情報を、本契約に基づき甲が非独占的に使用する権

利を承諾するものです。 

 

禁止事項： 

本冊子に含まれる情報は、著作権法によって保護されています。甲は本冊子から得た情報

を、乙の書面による事前許可を得ずして出版・講演活動および電子メディアによる配信等

により一般公開することを禁じます。特に当ファイルを 第三者に渡すことは厳しく禁じま

す。甲は、自らの事業、所属する会社および関連組織においてのみ本冊子に含まれる情報

を使用できるものとします。 

 

損害賠償： 

甲が本契約の第２条に違反し、乙に損害が生じた場合、甲は乙に対し、違約金が発生する

場合がございますのでご注意ください。 

 

契約の解除： 

甲が本契約に違反したと乙が判断した場合には、乙は使用許諾契約書を解除することがで

きるものとします。 

 

責任の範囲： 

本冊子の情報の使用の一切の責任は甲にあり、この情報を使って損害が生じたとしても一

切の責任を負いません 
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1. 基本的な機能は概要ページにまとめてあります。 

 

基本的な機能に関しては下記の概要ページに纏めさせて頂いておりますが、 

詳細な機能に関してご理解頂けていないとエラー等が起きた時に 

ご自身で対処できませんので、当 PDFファイルで機能の説明を行っていきます。 

 

⇒ Thomas GBP/NZD Ver4.01 概要ページ 

 

当ファイルでお伝えしている機能と異なった動きをしている場合は 

システムエラーが発生している可能性がございますので、 

 

速やかに自動売買システムをチャートから削除し、 

保有ポジションは手動にて決済して頂いた上で、 

ご連絡頂けますと幸いです。（普通に利用している分にはシステムエラーは生じません） 

 

2. エントリーフィルターは公開しません。 

 

Thomas GBP/NZD Ver4.01は 4つのエントリーフィルターを用いておりますが、 

このエントリーフィルターの詳細に関しては公開する事はありません。 

 

私どもも長い年月と、莫大な費用を掛けて開発したシステムの肝の部分になりますので 

エントリーフィルターに関してはお伝えできない事をご理解の上ご利用下さい。 

 

3. 当たり前の部分をサクッと説明します。 

 

Thomas GBP/NZD Ver4.01で扱う通貨ペアは GBP/NZD になります。 

マイクロ口座の方は GBP/NZDmicro という通貨ペアになります。 

 

時間軸は 5分足としていますが 1分足でも 15分足でも問題なく機能します。 

 

デイトレードタイプの EAになりますので、週に 3回程度エントリーし 

1 日～3 日程度で決済される事が多いです。 

 

ポジションは BuyOnlyになりますので買いポジションしか保有しません。 

 

  

http://th1234.net/?page_id=2348
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4. ナンピン幅とマーチンゲールに関して 

 

概要ページでは片側 7ポジションまでと記載しておりますが、 

こちらの詳細をお伝えします。 

 

PositionSize 0.01の場合 

1 発目 0.01 エントリー条件が整い次第 

2 発目 0.02 1発目ポジションより約 15Pips逆行によりエントリー 

3 発目 0.03 2発目ポジションより約 35Pips逆行によりエントリー 

4 発目 0.04 3発目ポジションより約 50Pips逆行によりエントリー 

5 発目 0.06 4発目ポジションより約 50Pips逆行によりエントリー 

6 発目 0.09 5発目ポジションより約 50Pips逆行によりエントリー 

7 発目 0.13 6発目ポジションより約 50Pips逆行によりエントリー 

 

GBP/NZDはスプレッドの大きい通貨ペア（平均で 7.0～8.0Pips）になりますので、 

厳密には 1発目と 2発目の間も 15Pipsの逆行ではエントリーしません。 

 

1 発目と 2発目の間としてはスプレッドを加味して 

22～23Pips程度、逆行してからエントリーする形になります。 

 

※スプレッドが広がっている時はそれ以上の逆行が必要になります。 

 

5. 利益率と建値 

 

Thomas GBP/NZD Ver4.01はマーチンゲールの進み具合によって利益率が変わってきます。 

 

1 発目 0.01 損切り金額ベースで約 0.2％程度の利益 

2 発目 0.02 損切り金額ベースで約 0.5％程度の利益 

3 発目 0.03 損切り金額ベースで約 1.0％程度の利益 

4 発目 0.04 損切り金額ベースで約 2.0％程度の利益 

5 発目 0.06 建値決済（±0） 

6 発目 0.09 建値決済（±0） 

7 発目 0.13 建値決済（±0） 

 

5 発目のマーチンが入った段階で建値決済になります。 

3 発目や 4発目で利確していくことによって収益を伸ばして行くタイプの EAになります。 
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6. PositionSize と損切り金額 

マイクロ講座とスタンダード口座によって 

PositionSizeと損切り金額は変わってきますので、 

ご利用頂く口座タイプに合わせて、間違えないように設定して下さい。 

 

⇒ ThomasGBP/NZDver4.01 ポジションサイズ一覧表 

 

≪補足≫ロットという単位について 

FX は Lot（ロット）という単位を用いてトレードしていくのですが、 

この Lotという単位が分かり辛い人もいると思いますので簡単に説明させて頂きます。 

 

Lotというのは色々な取引で扱われている単位であり、 

【同じ条件で製造される製品の製造数量、出荷数量の最小単位】の事を指します。 

 

例えば、全く同じ Tシャツを作ろうと思った時でも、 

複数個の会社を比較すると下記の用になります。 

 

T シャツ A 社 B社 C社 

最低数（Lot） 10 枚 100枚 1000枚 

単価 1500円 1000円 500円 

 

要するに、A社の 1ロットは 10枚なのに対して、B 社の 1ロットは 100枚になります。 

同じ 1ロットという言葉でも数量が変わってくると言う事だけ理解して下さい。 

 

では、FXの場合の Lotはどうなのか？XMの場合はスタンダード口座とマイクロ口座によっ

て Lotの単位が変わってきますので、そこを学んでおきましょう。 

 

XM の口座タイプ スタンダード口座 マイクロ口座 

1Lot 100,000通貨 1,000通貨 

 

スタンダード口座の 1ロットは 100,000通貨に対して 

マイクロ口座の 1ロットは 1000通貨なので 100倍の差があります。 

 

同じ 1ロットでも 100倍の差がある。 

ここだけ理解しておいてくれれば、後はポジションサイズ一覧表を見てくれれば 

自分の投資準備金の場合、どの程度のロットを張れば良いのかがわかると思いますよ。 

http://th1234.net/dl/31thomasgbpnzdpositionsize.pdf
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7. 乖離に関して（デモとリアルの乖離チェック） 

 

【デモ or リアル】【スタンダード or マイクロ】という口座タイプによって 

レートが乖離する事は基本的にはありませんが、 

 

GBP/NZDという通貨ペアは非常にボラの大きな通貨ペアになりますので、 

通信状況やパソコンのスペックによってエントリーレートや決済レートの乖離は 

どうしても発生します。（この 1Pips以下の乖離を回避する事は不可能です） 

 

 

 

左の口座は皆さんにご提供している閲覧口座になります。 

右側の口座は同一パソコンで運用しているリアル口座になりますが若干の乖離が発生して

いる事をご理解下さい。 
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8. スタンダードとマイクロの乖離チェック 

 

左の口座は前回と同様に閲覧口座になります。 

右側の口座も同一パソコンで運用しているマイクロ口座になります。 

 

 

 

決済の動きを見て頂くと分かるのですが、（なかなか目視するのは簡単ではありませんが） 

システムが 1 つずつのポジションを順番に決済していきますので、そのタイミングでどう

してもレートは変わっています。 

 

エントリーも同様に条件が整ったらエントリーしますが、 

その処理が 0.1秒遅れただけでもレートは変わってきますので、 

乖離の問題はどうしても発生します。 
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9. 乖離に関して何が正しくて、何が間違っているかは分からない 

 

例えば、NZD/USDなどボラの小さい通貨ペアですと 

こういった乖離がおこる可能性は極めて低くなりますが、 

 

GBP/NZDという通貨ペアはボラが大きな通貨ペアですので、 

乖離に関してはどう頑張っても回避する事は出来ませんし、 

 

たとえ、乖離したとしても、 

どちらのエントリーレートが正しいのかは相場次第と言わざる得ません。 

 

乖離が大きく、2Pipsくらいズレが生じてしまうと、 

1 つの口座では 4発目のマーチンがエントリーしているのに、 

もう 1つの口座では 3発目までしかマーチンが進んでいないという事も 

1 年を通して運用していると極稀に発生します。 

 

4 発目が入ったことによって利確が早くなるケースもあるし、 

エントリーレートの乖離が悪い方向に働き損切りを受けてしまうケースも勿論あると思い

ますが、こればかりは運としか言えません。 

 

こういった乖離はボラの大きな通貨ペアを扱っている宿命と考えて頂き、 

回避できない問題として割り切って貰うのが一番良いと思います。 

 

加えて、、、閲覧口座が 100％正しいという訳ではありませんので、 

その点だけ、ご了承頂けますと幸いです。 
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10. マイクロ口座の 0.01 は金額が小さ過ぎて乖離が発生し易い 

 

マイクロ口座の 0.01ロットは、あまりにも金額が小さいので 

利確の時に乖離が発生し易い傾向にあります。 

 

2020年 11/11に入ったポジションは 

左の閲覧口座は 5発目までエントリーし、その後建値決済で逃げ切っていますが、 

右のマイクロ口座 0.01は 1発目のエントリーで利確しています。 

 

スタンダード口座 0.01の場合は利確が約 200円程度 

マイクロ口座 0.01の場合は利確が約 2円程度ですが、 

 

日本円は 1円以下の単位がありませんので、利確時に乖離は発生し易い事をご理解下さい。 
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11. 強制決済 

 

Thomas GBP/NZD Ver4.01は 1発目のポジションを保有してから 

12 日間が経過すると強制的に決済します。 

 

殆どの場合、12日間以内に利確か損切りになりますので、 

この機能が発動する事は殆どありませんが、頭の片隅においておいてください。 

 

12. 自動停止 

 

年末年始は出来高が縮小し、相場が大きく動く恐れがありますので、 

僕が作成している EAは基本的に年末年始は自動停止する機能があります。 

 

Thomas GBP/NZD Ver4.01は毎年 12/15～翌年 1/10まで自動停止します。 

 

ここでいう自動停止とは 1発目のエントリーを指しますので、 

もし、12/14に 1発目のエントリーをし、12/15までポジションを保有し、 

12/15に相場が逆行した場合は、12/15であっても 2発目のポジションを保有します。 

 

上記の通りにシステムが動かない場合はエラーの可能性がありますので、 

チャートから EAを削除し手動決済にて対応して下さい。 

 

※年に 1回しか使わない機能なので必ずチェックして貰いますようお願い申し上げます。 

 

13. ファンダメンタルズによる手動停止に関して 

 

事前に予定されているビックイベントに関しては 

Thomas GBP/NZD Ver4.01 概要ページ の最下部に記載しております。 

 

Twitterでもご連絡はさせて頂きますので各自の判断で停止して下さいね。 

⇒ Twitter＠木南 

 

手動決済の方法は別途マニュアルにも載せていますが、 

①チャートから EAを削除する 

②ポジションを手動決済する 

というステップを踏むのが一番間違いも少なく簡単な方法になります。 

http://th1234.net/?page_id=2348
https://twitter.com/kime0011
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14. 配布している EA の利用制限 

 

・指定の証券会社でないとご利用できません 

・指定の口座番号でないとご利用できません。 

・EAの名前の末尾に記載された日付までしかご利用できません。 

 

 

 

上記のファイル名の場合、1100350という口座でしか利用できず、 

2021年 12月 31日までしか利用できない事を意味します。 

 

GBPNZDの後ろに記載されたｓの文字はスタンダード口座用である事を指し、 

マイクロ口座の場合はｍという文字が記載されています。 

 

利用期限以降も利用できるシステムは毎年年末に配布させて頂くと共に、 

Twitter などで配布の告知をさせて頂きます。 
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15. 最後に 

 

僕も度重なるバックテストにより、 

出来る限り、資金を減らす事無く運用したいと考えていますが、 

トレードである以上、損切りは付き物です。 

 

裁量トレードにしても、システムトレードにしても、 

理想的な収益曲線というのはジグザグを描きながら、緩やかなアップトレンドのように 

ゆっくりと右肩上がりに登っていきます。 

 

 

 

収益曲線で下がっている部分というのは損切りになりますので、 

上記のような収益曲線が描けるよう、大きなファンダメンタルズには注意して取り組んで

行きましょう。 

 

この ThomasGBP/NZDver4.01 もバックテスト通りに事が進んだとしても、 

平均すると 5 年に 1回は損切りを受ける計算になります。 

 

僕も自分自身の資産を守る為に、そして皆さんに安全に運用して貰う為に 

出来る限りの努力は惜しみませんので、共に幸せな投資ライフを送れるよう、 

 

1 日 5分のシステムチェックだけは癖付けて、 

取り組んで行きましょう。 


